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株式会社サンケイとしてのSDGsへの取組

SDGsへの取組

　　SDGsとは

当社はエコアクション２１の活動を通じて、ＳＤＧｓへの取り組みも関連づけ

社会課題の解決に向けて、全従業員が積極的に取り組んでまいります。

株式会社サンケイは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

ＳＤＧｓとは、２０１５年の国連サミットで１５０を超える国連加盟国が全会一致で採択 し

た「持続可能な開発目標のための２０３０アジェンダ」に記載された「持続可能な 開発目標」

のことです。 全ての国の社会課題を対象とした１７のゴール（目標）と、１６９のターゲット

（具体目標）で構成されており２０３０年までに持続可能でよりよい世界を目指し、地球上の

「誰一人取り残さない」ことを誓った国際目標です。 貧困、飢餓、環境問題、経済成長など

の課題が網羅されていて豊かさを追求しながら 誰一人残さず地球環境を守りそして２０３０

年までに達成することが目標・・・というも のです。



１．組織の概要
１） 名称及び代表者名

株式会社 サンケイ
代表取締役　　　　吉野　治郎

２） 所在地
本社 神奈川県高座郡寒川町一之宮四丁目９番７６号
平塚支店 神奈川県平塚市天沼１０－１２

３）
環境管理責任者 営業部長 𢛳永　博克
担当者 業務部長 吉楽　宏輝 　TEL： 0467-74-3981

E-Mail： k-kira@ndkgroup.co.jp

４）
産業廃棄物収集運搬業、設備解体・撤去・清掃業

５） 事業の規模

　　　　　

６） 事業年度 9月～8月

７） 情報公表項目
(１) 法人設立年月日：昭和４４年１０月
(２) 資本金：３０００万円
(３) 許可の内容：

許可地区、許可番号、許可区分、廃棄物の種類、(許可年月日、許可の有効年月日）

千葉県

産業廃棄物収集運搬業（積替え保管を除く）
ア　燃え殻(水銀含有ばいじん等を含む)、イ　汚泥(水銀
含有ばいじん等を含む)、ウ　廃油、エ　廃酸(水銀含有
ばいじん等を含む)、オ　廃アルカリ(水銀含有ばいじん
等を含む)、カ　廃プラスチック類(石綿含有産業廃棄物
を含む)、キ　紙くず、ク　木くず

第01200005102号
平成31年3月29日
平成36年2月24日

01403005102
平成30年11月1日

神奈川県

産業廃棄物収集運搬業（積替え保管を除く）
燃え殻(※3)、汚泥(※2※3)、廃油、廃酸(※3)、廃アルカ
リ(※3)、廃プラスチック類(※1※2)、紙くず、木くず、繊
維くず、動物性残さ、金属くず(※2)、ガラスくず・コンク
リートくず・陶磁器くず(※1※2)、鉱さい(※3)、がれき類
(※1)、ばいじん(※3)
※1：石綿含有産業廃棄物を含む
※2：水銀使用製品産業廃棄物を含む
※3：水銀含有ばいじん等を含む

令和12年10月31日

産業廃棄物収集運搬業（積替え保管を除く） 第13-00-005102号
令和3年6月1日

令和10年5月31日東京都

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック
類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、ガラス・コンク
リート・陶磁器くず、がれき類(石綿含有産業廃棄物を含
む)　(以上１２種類)

許可地区
許可区分 許可番号

産業廃棄物の種類
許可年月日

許可の有効年月日

床面積（㎡） 75.85
敷地面積（㎡） 187

環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

事業活動内容

2022年

従業員数（人） 13
売上高（百万円） 　342百万円

主要工事件数(件） 5

１．取組の対象組織・活動

mailto:k-kira@ndkgroup.co.jp


令和11年6月13日

令和11年3月9日

01000005102
平成30年10月18日
令和12年10月17日

令和4年6月14日

令和4年7月12日
令和11年6月10日

産業廃棄物収集運搬業（積替え保管を除く） 00801005102
令和2年9月1日
令和7年6月4日

00900005102

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック
類(＊)、木くず、動物性残さ、金属くず、ガラスくず・コン
クリートくず(がれき類を除く。)及び陶磁器くず(＊)、鉱さ
い、がれき類(＊)、ばいじん、以上１３種類　※産業廃棄
物の種類に(＊)表示のある場合は石綿含有産業廃棄
物を含み、表示のない場合は含まない。

埼玉県

産業廃棄物収集運搬業（積替え保管を除く） 01101005102

許可地区
許可区分 許可番号

産業廃棄物の種類
許可年月日

許可の有効年月日

群馬県

汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類(自動
車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を除く)以上５種
類

山梨県

産業廃棄物収集運搬業（積替え保管を除く）
汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類(※)　
以上５種類(※印があるものは、石綿含有産業廃棄物を
含まない。)

茨城県

栃木県

静岡県

01900005102号
令和3年9月5日
令和10年9月4日

第02201005102号産業廃棄物収集運搬業（積替え保管を除く）
廃プラスチック類(石綿含有産業廃棄物を含む。)、汚
泥、廃油、廃酸、廃アルカリ　以上５品目

令和3年10月28日
令和10年8月28日

千葉県

ア　廃油(揮発油類，灯油類及び軽油類に限り，特定有
害産業廃棄物であるものを除く。)、イ　廃酸(水素イオン
濃度指数2.0以下のものに限り，特定有害産業廃棄物で
あるものを除く。)、ウ　廃アルカリ(水素イオン濃度指数
12.5以上のものに限り，特定有害産業廃棄物であるも
のを除く。)、エ　廃石綿等、オ　特定有害産業廃棄物(廃
油，汚泥，廃酸，廃アルカリに限る。含まれる有害物質
については別紙あり)

産業廃棄物収集運搬業（積替え保管を除く）
汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類(石綿
含有産業廃棄物を含む)

産業廃棄物収集運搬業（積替え保管を除く）
①燃え殻、②汚泥、③廃油、④廃酸、⑤廃アルカリ、⑥
廃プラスチック類、⑦紙くず、⑧木くず、⑨繊維くず、⑩
金属くず、⑪ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器く
ず、⑫ばいじん(以上１２種類)　※①については、水銀
含有ばいじん等を含む。※②については、水銀使用製
品産業廃棄物及び水銀含有ばいじん等を含む。※④に
ついては、水銀含有ばいじん等を含む。※⑤について
は、水銀含有ばいじん等を含む。※⑥については、石綿
含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物を含
む。※⑩については、水銀使用製品産業廃棄物を含
む。※⑪については、石綿含有産業廃棄物及び水銀使
用製品産業廃棄物を含む。※⑫については、水銀含有
ばいじん等を含む。

令和4年3月10日

特別管理産業廃棄物

産業廃棄物収集運搬業（積替え保管を除く） 第13-50-005102号
令和1年7月22日
令和6年7月21日

①廃油(揮発油類、灯油類、軽油類)
②廃酸(pH2.0以下のもの)
③廃アルカリ(pH12.5以上のもの)
④特定有害産業廃棄物　ア、廃石綿等イ、金属等を含
む廃棄物　(※別紙あり)

許可地区
許可の有効年月日

東京都

平成30年7月23日
令和12年7月22日

許可区分

産業廃棄物の種類
許可年月日

産業廃棄物収集運搬業（積替え保管を除く） 第01250005102号

許可番号

神奈川県

産業廃棄物収集運搬業（積替え保管を除く）
廃油(揮発油類、灯油類及び軽油類に限る。)、廃酸
(pH2.0以下のものに限る。)、廃アルカリ(pH12.5以上のも
のに限る。)、特定有害産業廃棄物  廃石綿等　金属等
を含む特定有害産業廃棄物(※別紙あり)

01453005102



(４) 収集運搬業：運搬車両の種類と台数

台数 台数
３台 ２台
１台 ４台
１台
１台
１台

(５) 運搬実績：受託した産業廃棄物の運搬量

　２．対象範囲（認証・登録範囲）、レポートの対象期間及び発行日
１)対象組織 「１．２）所在地」欄に記載
２)活動 「１．４）事業活動内容」欄に記載
３)レポートの対象期間及び発行日
　 レポートの対象期間及び発行日は表紙に記載。

99.640

65.940

0.000

0.376

合計

0.000
0.000

136.980

汚泥(有害) 0.000

2022年9月～2023年8月
特別管理産業廃棄物種類

0.000
0.000

特別管理産業廃棄物
収集運搬量（ｔ）

2020年9月～2021年8月 2021年9月～2022年8月
0.810
0.000

4074.280
14.780

29.800
158.950
3579.260
45.110

7736.130

許可の有効年月日

廃油
廃酸

収集運搬車両
バキュームダンパー車（１０t）

0.000

7445.190

3209.460

営業車

産業廃棄物収集運搬業（積替え保管を除く） 00851005102
令和2年11月26日

合計 6590.306

2996.710

0.808

許可地区
許可区分

廃プラスチック類
金属くず

31.560
廃アルカリ

許可番号

産業廃棄物の種類
許可年月日

高圧吸引車（8.5t）

0.410

12.310

機材運搬車（バン）

2021年9月～2022年8月
3922.600

産業廃棄物種類

廃油
廃酸

収集運搬量（ｔ）

134.360

2020年9月～2021年8月

47.240
278.430

特別管理産業廃棄物

第02251005102号
平成30年8月8日

産業廃棄物

収集運搬車両

8.260

平ボディー車（２t）

3235.558

0.000
0.000

廃アルカリ

廃油(有害)
廃酸(有害)

廃アルカリ(有害)

2022年9月～2023年8月

7873.110総合計
66.496

6656.802

1.130

26.470

0.180
90.250

7544.830

0.000 0.000

汚泥

静岡県

引火性廃油、腐食性廃酸、腐食性廃アルカリ、特定有
害廃油(トリクロロエチレン、テトラクロロエチレンを含む
ものに限る)、特定有害汚泥(カドミウム又はその化合
物、鉛又はその化合物、六価クロム化合物、砒素又は
その化合物、シアン化合物を含むものに限る)、特定有
害廃酸(カドミウム又はその化合物、鉛又はその化合
物、六価クロム化合物、砒素又はその化合物、シアン化
合物を含むものに限る)、特定有害廃アルカリ(カドミウム
又はその化合物、鉛又はその化合物、六価クロム化合
物、砒素又はその化合物、シアン化合物を含むものに
限る)　以上２０品目

令和9年 9月27日

高圧洗浄車（２t）

109.700

高圧吸引車（4.5t）

茨城県

廃油(揮発油類，灯油類及び軽油類，または※別紙に
記載の有害物質を含むことのみにより有害なものに限
る。)、廃酸(pH2.0以下のものに限る。)、廃アルカリ
(pH12.5以上のものに限る。)、鉱さい(※別紙記載の有
害物質を含むことのみにより有害なものに限る。)、ばい
じん(※別紙に記載の有害物質を含むことのみにより有
害なものに限る。)、燃え殻(※別紙に記載の有害物質を
含むことのみにより有害なものに限る。)汚泥(※別紙に
記載の有害物質を含むことのみにより有害なものに限
る。)　以上７種類

産業廃棄物収集運搬業（積替え保管を除く）

令和12年 8月7日

0.000

0.300 0.000がれき類 0.000



株式会社　サンケイ

 

役割・責任および権限

環境管理責任者
（ＥＡ２１事務局）

１．環境負荷と環境への取組状況の把握及び評価
２．環境関連法規の取りまとめ
３．環境目標及び環境活動計画の策定　
４．環境コミュニケーションの実施
５．取組状況の確認及び問題の是正及び予防
６．環境経営システムの構築、運用、維持に関する状況を代表者に報告
７．環境関連文書及び記録の作成・管理
８．環境活動レポートの作成・公表（事務局担当）、確認（環責）
９．環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善

部門責任者
廃棄物責任者
工事現場監督者

１．教育・訓練の実施
２．実施及び運用
３．環境上の緊急事態への準備及び対応

全従業員
１．環境方針の理解及び環境問題の現状と環境への取組の重要性の自覚
２．自らの役割及び実施しなければならない取組・責任の認識

代表者

１．取り組みの対象組織・活動の明確化　
２．経営における課題とチャンスの明確化　
３．環境方針の作成、全従業員に周知　　                                                               　　　　
４．実施体制の構築　
５．代表者による全体の評価と見直し
６．環境活動レポートの承認
７．環境経営システムの実施及び管理に必要な人・設備・費用・時間・技能技術者を用意
８．役割・責任・権限を定め周知、経営資源を用意する

２． 環境経営実施体制表

環境管理責任者
（営業部長 𢛳永 博克）

代表者
（代表取締役 吉野 治郎）

ＥＡ２１事務局
（内田 雅士）

産業廃棄物収集運搬部門責任者
(業務部長 吉楽 宏輝)

工事部門責任者
(業務部長 吉楽 宏輝)



５、環境意識の教育を推進します。

６、環境経営方針は、すべての従業員に周知します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2019年10月1日

                                                                               株式会社　サンケイ

                                                                        代表取締役　吉野　治郎

・燃料（ガソリン、軽油）使用量の削減

②  廃棄物排出量の削減

③  水使用量の削減

３、社内で使用するオフィス用品のグリーン購入の推進に努めます。

４、分別解体により、産業廃棄物の再資源化を推進し、最終処分量の削減に取
り組みます。

3.環境経営方針

《　基本理念　》

　当社は産業廃棄物収集運搬業・設備解体業を業とし、廃棄物を分別し環境経
営を進めることにより、環境に優しい 社会の実現に貢献します。 すなわち、
資源再生・リサイクルを拡大・充実することにより、国の推進する循環型社会
の 実現、地球環境保全に貢献します。

《　行動指針　》

当社は上に掲げた基本理念に基づき、事業活動における環境への影響を社員
全員が 以下の項目に継続的改善に取り組みます。

１、国・地方自治体などの環境に関連する規制及び当社が同意したその他の要
求事項を遵守することはもとより、自主管理基準を設定して、継続的に汚染の
予防に努めます。

２、地球環境保護のために、省資源・省エネルギー・リサイクル活動を推進し
ます。

①二酸化炭素排出量の削減

・電力使用量の削減



 　作成年月日： 2022年9月1日

（2018年度） 2022 2023 2024

基準値に対し 77 ％削減 基準値に対し 77.5 ％削減 基準値に対し 78 ％削減

10,183 0.448

kWh／年

年間消費量 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 5 ％削減 基準値に対し 6 ％削減

2.32

5,277

2.58

61,512

175,506

kg-CO2

基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 5 ％削減 基準値に対し 6 ％削減

115.0

kg／年

基準値に対し 5 ％削減 基準値に対し ％削減 基準値に対し ％削減

124,530

kg／年

基準値に対し 1 ％向上 基準値に対し 2 ％向上 基準値に対し 3 ％向上

2021年度実績
７

％/年

基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 5 ％削減 基準値に対し 6 ％削減

269.07

㎥／年

基準値に対し ％削減 基準値に対し ％削減 基準値に対し ％削減

1

件／年

※二酸化炭素排出係数は2022年大和ハウス工業（株）メニューＫの0.448kg-CO2/kWhを適用した。

※年度表記は9月～8月の会計年度と同一期間を適用した。

※化学物質の使用はありません

0 0

件／年 件／年 件／年

5 事故発生の撲滅

事故発生件数

0

4 グリーン購入の推進

255.62 252.93

㎥／年以下 ㎥／年以下 ㎥／年以下

10

％／年以上 ％／年以上 ％／年以上

3 水使用量の削減

水道使用量

258.31

124,530

kg／年以下 kg／年以下 kg／年以下

建設廃棄物
におけるリ
サイクル率

の向上

建設廃棄物リサイクル率

8 9

108.1

kg／年以下 kg／年以下 kg／年以下

産業廃棄物
排出量
の削減

産業廃棄物排出量

118,304 124,530

kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下

2
廃棄物排
出量の削

減

一般廃棄物
排出量
の削減

一般廃棄物排出量

110.4 109.3

計（kg-CO2）
165,155 163,423 161,691

L／年以下 L／年以下 L／年以下

L／年以下 L／年以下 L／年以下

軽油　<L> 59,052 58,436 57,821

kWh／年以下 kWh／年以下 kWh／年以下

化石燃料
消費量
の削減

ガソリン　<L> 5,066 5,013 4,960

年度 年度

1
二酸化炭
素排出量
の削減

電力使用
量の削減

電力使用量

2,342 2,291 2,240

株式会社　サンケイ

４．２０２２年度 環境経営目標設定表

Ｎｏ 環境方針・目標項目
基準値

CO2
換算係数

年　度　目　標

年度

購入時にはグリーン購入に配慮する

①環境経営計画の取組項目の実施

②産業廃棄物排出量の把握



　 　 承認 作成

𢛳永 内田

No 基準値 CO2排出係数 環境経営取組項目 推進責任者 担当者 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 期間計
①表示

電力使用量 ①～④実施
77 ％削減

取組実施評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10,183 0.448 目標値 196.77 223.45 208.37 227.52 197.36 154.41 210.11 173.56 175.89 186.90 211.85 175.89 2,342.08

＜kWh＞ 目標累計 196.77 420.22 628.60 856.12 1,053.47 1,207.88 1,418.00 1,591.55 1,767.44 1,954.34 2,166.19 2,342.08 2,342.08
実績値 159.00 127.60 153.40 279.10 304.20 274.40 205.80 128.70 103.00 130.60 206.30 212.90 2,285.00

実績累計 159.00 286.60 440.00 719.10 1,023.30 1,297.70 1,503.50 1,632.20 1,735.20 1,865.80 2,072.10 2,285.00 2,285.00
達成評価 ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○

①～⑤実施
化石燃料使用量

4 ％削減
取組実施評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ガソリン　<L> 目標値 414.83 390.01 196.03 587.76 474.99 518.10 365.43 431.92 365.20 421.08 446.60 454.16 5,066.12
目標累計 414.83 804.84 1,000.87 1,588.63 2,063.62 2,581.72 2,947.15 3,379.08 3,744.28 4,165.36 4,611.96 5,066.12 5,066.12

5,277 2.32 実績値 409.88 465.97 540.56 532.08 469.56 497.33 450.40 365.59 393.95 459.74 656.74 357.93 5,599.73
実績累計 409.88 875.85 1,416.41 1,948.49 2,418.05 2,915.38 3,365.78 3,731.37 4,125.32 4,585.06 5,241.80 5,599.73 5,599.73
達成評価 ○ × × ○ ○ ○ × ○ × × × ○ ×

軽油　<L> 目標値 4,665.60 4,602.24 4,403.52 4,962.24 3,984.00 4,705.92 5,395.20 5,044.80 4,942.08 5,480.64 5,461.44 5,403.84 59,051.52
目標累計 4,665.60 9,267.84 13,671.36 18,633.60 22,617.60 27,323.52 32,718.72 37,763.52 42,705.60 48,186.24 53,647.68 59,051.52 59,051.52

61,512 2.58 実績値 4,059.68 3,754.70 4,996.42 7,128.39 4,371.35 5,237.45 5,493.53 4,506.49 4,224.44 4,555.95 3,907.03 533.37 52,768.80
実績累計 4,059.68 7,814.38 12,810.80 19,939.19 24,310.54 29,547.99 35,041.52 39,548.01 43,772.45 48,328.40 52,235.43 52,768.80 52,768.80
達成評価 ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

CO2排出量 目標値 13,088 12,879 11,909 14,268 11,469 13,412 14,862 14,095 13,677 15,201 15,222 15,074 165,156
ＣＯ2 目標累計 13,088 25,967 37,876 52,144 63,613 77,025 91,887 105,982 119,659 134,860 150,081 165,156 165,156

175,506 排出 実績値 11,496 10,825 14,214 19,751 12,504 14,789 15,310 12,533 11,859 12,879 11,696 2,302 150,159
＜kｇ-ＣＯ2以下＞ kg 実績累計 11,496 22,321 36,535 56,286 68,790 83,579 98,889 111,422 123,281 136,160 147,857 150,159 150,159

達成評価 ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○
①～②実施

一般廃棄物
総排出量 4 ％削減 取組実施評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

目標値 9.6 9.6 9.6 9.6 7.7 9.6 9.6 9.6 8.6 9.6 9.6 7.7 110.4
115.0 目標累計 9.6 19.2 28.8 38.4 46.1 55.7 65.3 74.9 83.5 93.1 102.7 110.4 110.4

＜kg＞ 実績値 9.3 9.0 9.0 9.3 9.0 9.1 9.6 9.5 9.3 9.3 9.5 9.3 111.2
実績累計 9.3 18.3 27.3 36.6 45.6 54.7 64.3 73.8 83.1 92.4 101.9 111.2 111.2
達成評価 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ × ×

①～④実施

①環境経営計画の 取組実施評価 － － － － ○ － － ○ ○ ○ － － ○
取り組み事項の実施 排出量 0 0 0 0 270 0 0 420 2700 980 0 0 4370
②産廃排出量の把握 排出量累計 0 0 0 0 270 270 270 690 3,390 4,370 4,370 4,370 4370

達成評価 － － － － ○ － － ○ ○ ○ － － ○
①～③実施

建設廃棄物
リサイクル率 1.0 ％向上 取組実施評価 － － － － ○ － － ○ ○ ○ － － ○

7 排出量kg 0 0 0 0 270 0 0 420 2700 980 0 0 4370
排出量累計kg 0 0 0 0 270 270 270 690 3,390 4,370 4,370 4,370 4,370

＜％＞ 再資源化量 0 0 0 0 60 0 0 0 0 100 0 0 160
再資源化量累計 0 0 0 0 60 60 60 60 60 160 160 160 160
リサイクル率統計 0 0 0 0 22 22 22 9 2 4 4 4 4
達成評価 － — － － ○ － － － － × － － ×

①～③実施

水道使用量 4 ％削減 取組実施評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
目標値 20.59 20.63 20.76 21.69 20.75 20.60 21.03 20.65 22.51 22.71 23.29 23.10 258.31

269.07 目標累計 20.59 41.22 61.98 83.66 104.41 125.01 146.04 166.69 189.21 211.92 235.21 258.31 258.31
＜㎥＞ 実績値 15.23 14.73 12.73 12.73 7.73 8.73 9.73 10.73 10.73 12.73 11.73 10.73 138.26

実績累計 15.23 29.96 42.69 55.42 63.15 71.88 81.61 92.34 103.07 115.80 127.53 138.26 138.26
達成評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①～②実施
エコ商品の

購入率 ％向上 取組実施評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実績データ無し 目標値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

＜％＞ 実績値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
達成評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①～④実施

取組実施評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1

実績 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
件／12カ月 達成評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

活動予定取組実施評価 記号
予定通り実施 ○ 代表者 環境管理責任者

予定実施できず ×

要　・　否

吉野 𢛳永 是正措置・予防措置、要については別紙、是正処置・予防処置に記載

2022年9月～2023年8月

環境目標項目 目標値 実績評価項目

1
二酸化炭
素排出量
の削減

1）電力使用量の
削減

吉楽

2）重機車輛等の
燃料消費量の削
減

中丸
電力
kWh

活動予定　基準値の

2,342
＜kWh以下＞

①未使用場所の照明、機器ＯＦＦ
②エアコンの温度調整、定期的清掃
③服装の工夫
④照明器具のＬＥＤ化の推進

化石
燃料

ガソリン　<L>

5,066

軽油　<L>

59,052

活動予定　基準値の

吉楽 中丸

①エコドライブの励行
②定期的な車輛の点検整備
③省エネ型車輛への切り替え推進
④車輛の負担を軽減する運転・操作
の励行
⑤効率の良い作業計画と運行計画
で作業内容に伴う効率アップ

計

CO2排出量

〔数値目標/実績〕165,156
＜kｇ-ＣＯ2以下＞

2
廃棄物排
出量の削
減

1)一般廃棄物排
出量の削減

吉楽

2)産業廃棄物排
出量の削減

吉楽

3)建設廃棄物にお
けるリサイクル率
の向上

中丸

一般
廃棄物
排出量

ｋｇ

活動予定　基準値の

110.4
＜kg以下＞

①缶、ペットボトルの分別
②コピー用紙、ダンボールの分別

取り組み事項の実施

②産廃排出量の把握

吉楽 中丸

建設副
産物リ
サイク

ル率　　
％

中丸

産業
廃棄物
排出量

ｋｇ

①環境経営計画の

①現場での廃棄物の選別
②廃棄物の適正処理先の選定
③重機の資格取得(能力向上)
④産業廃棄物排出量の把握

①有価物と混合廃棄物の分別方法
ルー・ル化
②分別の周知
③分別の実施

活動予定基準値の

＜％＞

8.0

活動予定

活動予定　基準値の

中丸258.31
＜㎥以下＞

水
使用量

㎥
3 水使用量の削減

エコ商
品を配
慮した
購入　

％

吉楽

①トイレ使用時の大小使い分け
②蛇口をこまめにキチンと閉める
③社用車洗車時はストッパー付きノ
ズルを使用する

活動予定基準値の

＜％＞

①エコマーク製品の確認
②グリーン購入に留意し購入
(①・②購入時グリーン購入対象商品
を依頼・発注する)

中丸吉楽

5 事故発生の撲滅 吉楽 中丸

4 グリーン購入の推進

事故　　
件数

①ヒヤリハットを振り返り危険を認識
②車輛の日常点検
③現場への出入り、作業前、出発時
周囲の確認
④決められたルールの厳守

活動予定

0

件／12カ月

〔定期的確認評価コメント〕
　・取組状況の確認
　・目標の達成状況

未達成

取組状況の確認
各、環境経営取組項目の内容は実施を行っている

目標の達成状況
　ＣＯ２削減の目標は達成しました。
　一般廃棄物の排出量の削減には至らず未達成出でした。
　建設廃棄物サイクル率向上の目標は達成出来ませんでした。
　水使用量の削減目標は達成出来ました。
　事故撲滅目標では８月に物損事故１件があり未達成でした。

〔作成方法〕
　1.　本表は、環境目標設定（取組項目、基準値、目標値）に沿って、毎年作成する。
　2.　具体的活動内容及び推進責任者・担当者は、職場内検討により設定する。
　3.　活動予定欄には、月々の具体的活動予定事項を線表で表示する。

〔評価基準〕※目標値達成評価は実績値にての評価です
目標値達成評価 〔是正処置・予防処置の要否〕

達成 代表者・環境管理責任者
活動
評価
基準 確認・承認印

6 ３カ月ごとの見直し

　4.　事業年度内の運用開始前の目標値及び実績値は記入すること。

注１）電力の二酸化炭素排出係数は2022年大和ハウス工業（株）メニューＫの0.448kg-CO2/kWhを適用

８月が猛暑だった為。冷房使用によ
り電力削減は達成出来なかった。ま
た６月７月も営業車の稼働が多くなり
ガソリンの消費量が増加しましたがＣ
Ｏ２削減は達成しました。８月は一般
廃棄物削減には至らず削減に努め
る。８月に物損事故が１件あり無事故

５．環境経営計画及び実施状況

　　　ただし、データ取りが目標の場合は除く。

ｶﾞｿﾘﾝ
Ｌ

軽油
Ｌ

吉楽

消費電力は節電に努めクリアした。
使用燃料については、11月に営業車
輛、収集運搬車輛の稼働が増えた事
で、CO2削減の目標達成には至らな
かった。

消費電については、今季冬の冷え込
み、換気を行いながらの暖房使用に
より目標値クリアに至らなかった。
使用燃料についても収集運搬車輛の
稼働が増えた事によりCO2削減には
至らなかった。

３月のＣＯ２排出量について、ガソリ
ン、軽油の使用量が例年より多く削
減に至らなかったが、４月は削減達
成、５月についてはガソリンの使用量
が多かったが削減達成しました。

グリーン購入に配慮する

調達時はグ

リーン購入

に配慮する



＜この行以下は入力のみで印刷不要＞ ＜基準年度実績及び活動実績入力表＞

環境負荷項目 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 年度計
電力使用量 kWh 855.52 971.54 905.97 989.21 858.07 671.36 913.53 754.60 764.72 812.62 921.08 764.72 10,182.94

毎月の ガソリン使用量 L 432.11 406.26 204.20 612.25 494.78 539.69 380.66 449.92 380.42 438.63 465.21 473.08 5,277.21

　１．　月次データは原則として会計年度と合わせる。 実績値 軽油使用量 L 4860.00 4794.00 4587.00 5169.00 4150.00 4902.00 5620.00 5255.00 5148.00 5709.00 5689.00 5629.00 61,512.00

　２．　基準年度データは黄色部分の月次データを入力すれば、他は自動計算 一般廃棄物量 kg 10.0 10.0 10.0 10.0 8.0 10.0 10.0 10.0 9.0 10.0 10.0 8.0 115.0

　３．　実績年度データは水色部分の月次データを入力すれば、他は自動計算 産業廃棄物量 kg 0 0 0 0 25,650 84,850 3,600 2,790 0 7,640 0 0 124,530

　４．　目標累計、実績累計、達成評価も自動計算 kg 0

　５．　実績の達成管理は本表での入力は不要で、すべて右表で入力 kg 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　６．　基準値、目標値の記載は削減率（向上率）の入力のみで他は自動計算 水使用量 ㎥ 21.45 21.49 21.62 22.59 21.61 21.46 21.91 21.51 23.45 23.66 24.26 24.06 269.07

　７．　取組の活動予定と進捗評価は直接入力が必要 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　８．　薄オレンジ部は自動記入なので入力しない事 円 0

円 0

％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円 0

円 0

円 0

環境負荷項目 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 年度計
電力使用量 kWh 159.00 127.60 153.40 279.10 304.20 274.40 205.80 128.70 103.00 130.60 206.30 212.90 2,285.00

毎月の ガソリン使用量 L 409.88 465.97 540.56 532.08 469.56 497.33 450.40 365.59 393.95 459.74 656.74 357.93 5,599.73

実績値 軽油使用量 L 4,059.68 3,754.70 4,996.42 7,128.39 4,371.35 5,237.45 5,493.53 4,506.49 4,224.44 4,555.95 3,907.03 533.37 52,768.80

一般廃棄物量 kg 9.3 9.0 9.0 9.3 9.0 9.1 9.6 9.5 9.3 9.3 9.5 9.3 111.2

産業廃棄物量 kg 270.00 420.00 2,700.00 980.00 4,370.00

kg 270 420 2,700 980 4,370

kg 60 100 160

水使用量 ㎥ 15.23 14.73 12.73 12.73 7.73 8.73 9.73 10.73 10.73 12.73 11.73 10.73 138.26

％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円 0

円 0

％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円 0

円 0

円 0

※別管理など調整は3月へ

基準年度２０１８年～２０１９年

建設廃棄物排出量

建設副産物再資源化量

エコ商品購入率

２０２２～２０２３年度

総事務商品購入額累計

エコ商品購入額目標累計

エコ商品購入額目標

建設廃棄物排出量

建設副産物再資源化量

エコ商品購入率
総事務商品購入額

エコ商品購入額
累計エコ商品購入率

エコ商品購入額目標

総事務商品購入額

〔作成方法〕

エコ商品購入額
累計エコ商品購入率

総事務商品購入額累計

エコ商品購入額目標累計



６．環境経営目標の実績

（2018年度）

基準値に対し 77 ％削減

10,183 0.448

kWh／年 （大和ハウス）

基準値に対し 4 ％削減

5,277 2.32

L／年

基準値に対し 4 ％削減

61,512 2.58

L／年

175,506

kg-CO2／年

基準値に対し 4 ％削減

115.0

kg／年

114,750

kg／年

基準値に対し 1 ％向上

2021年度実
績　７

％/年

基準値に対し 4 ％削減

269.07

㎥／年

基準値に対し 向上

年

基準値に対し ％削減

1

件/年

※№1の1) 2）・,№2の1)2)・№3の環境経営目標項目は、実績が目標値以下で達成で「〇」
　　未達成「×」と評価する。
※№2の３）の環境経営目標項目は、実績が目標値以上で達成で「〇」未達成で「×」と評価する。

※二酸化炭素排出係数は2022年大和ハウス工業（株）メニューＫの排出係数0.448kg-CO2/kWhを適用した。

5 事故発生の撲滅

事故発生件数

✕0 1

件/年 件/年

4 グリーン購入の推進

エコ商品の購入

0.0

年 年

3 水使用量の削減

水道使用量

〇258.31 138.26

㎥／年 ㎥／年

3）建設廃棄
物におけるリ
サイクル率の

向上

建設廃棄物リサイクル率

×8 4

％／年 ％／年

　114,750.0

kg／年 kg／年

2
廃棄物排
出量の削

減

1）一般廃棄
物排出量の削

減

一般廃棄物排出量

✕110.4 111.2

kg／年 kg／年

2）産業廃棄
物排出量の削

減

CO2総量計

（kg-CO2）

165,155 150,159
〇

kg-CO2／年 kg-CO2／年

〇59,052 52,769

L／年 L／年

✕5,066 5,600

L／年 L／年

2,342 2,285

kWh／年 kWh／年

2）化石燃料
使用量
の削減

ガソリン

軽油　

目　標 実　績 評　価

1
二酸化炭
素排出量
の削減

1）電力使用
量の削減

電力使用量

〇

Ｎｏ
環境経営
方針項目

環境経営
目標項目

基準値 CO2
換算
係数

運用期間（2022年9月～2023年8月）

2022年9月～2023年8月 環境経営目標の実績と評価

購入時にはグリーン購入に配慮する
購入時はグリー

ン購入に努めた

①環境経営計画の取組項目の実施

②産業廃棄物排出量の把握



７．環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組計画

　　2022年9月～2023年8月

実施した取組内容・結果 評価
No． 環境目標項目 取組内容

取組
次年度の取組計画(2023.9～2024.8)

取組内容を継続し、無事故・無災害をめざす。

エコドライブ１０の励行、定期的な車両点検整
備の実施、省エネ型車両への切り替え推進、
車両の負担を軽減する運転では適切なギア
チェンジを行う
バキューム車の吸引作業の効率ＵＰを考えな
がら稼働時間の短縮を目指す。

5 事故発生の撲滅

①ヒヤリハットを振り返り危険を認識
②車両の日常点検の実施
③現場への出入り、作業前、出発時の周囲の確認
④決められたルールの厳守

車輌の定期点検・日常点検の実施　　　　　　　　
　　月一回の定例会議にて無事故・無災害の呼
びかけ車輌駐車事の輪止め等の決められた
ルールの厳守の実施を行ったが１件物損事故
があった。

×

○ 継続してグリーン購入に配慮する。4 グリーン購入の推進

①エコマーク製品の確認
②グリーン購入に留意し購入
(①・②購入時グリーン購入対象商品を依頼・発注
する)

コピー用紙ほか事務用品全てグリーン購入で
調達

引き続き取組内容を継続する。3 水使用量の削減

①トイレの使用時の大小使い分け
②蛇口をこまめにキチンと閉める　　　　　　　　　　　
　③社用車洗車時は水道ホース先端にストッパー
付ノズルが付いた物を使用する。

トイレの使用時の大小の使い分け実施　　　　　　
　蛇口をキチンと閉めて漏れをなくした。　　　　　
　　　洗車時、水道ホース先端にストッパー付ノ
ズルが付いた物を使用

○

取組み内容項目の実施　　　　　　　　　　　　　　　
　　　産業廃棄物排出量の把握

2)建設廃棄物に
　おけるリサイクル
　率の向上

①有価物と混合廃棄物の分別方法ルール化
②分別の周知
③分別の実施

解体・撤去工事において取組内容を実施。　　　　
　リサイクル出来る廃棄物（金属くず）の量が少
なく他廃棄物の量が多い為、リサイクル率が低
下した

×
現場で廃棄物の分別を徹底し、リサイクルに務
め。リサイクル率の向上を目指す。

－
取組内容項目の実施　　　　　　　　　　　　　　　　　
　産業廃棄物排出量の把握

○

×
分別の徹底により排出量の削減の継続をす
る。

2
廃棄物
排出量
の削減

1)一般廃棄物
   排出量の削減

①缶、ペットボトルの分別
②コピー用紙、ダンボールの分別

種類別に分別容器への投入の徹底を行ったが
排出量の削減に至らなかった。

産業廃棄物
排出量の削減

①現場での廃棄物の選別
②廃棄物の適正処理先の選定
③重機の資格取得（能力向上）　　　　　　　　　　　　
　　④産業廃棄物排出量の把握

引き続き、未使用場所の照明及び機器の電源
ＯＦＦ
エアコンのフィルター清掃を定期的に行い、エ
アコン使用時の設定温度の管理を行う
服装の工夫を行う
共有スペースの照明をＬＥＤ化へ推進する

1

二酸化
炭素

排出量
の削減

1）電力使用量の
    削減

①未使用場所の照明、機器OFF
②エアコンの温度調整、定期的清掃
③服装の工夫
④照明器具のＬＥＤ化の推進

2）重機車両等の
   燃料消費量の
   削減

①エコドライブの励行
②定期的車両点検整備
③省エネ型車両への切り替え推進
④車両の負担を軽減する運転・操作の励行
⑤作業内容による効率アップ

エコドライブ励行の実施。定期的車両の点検整
備は確実に行っている。省エネ車両への切替
は検討をしている。車両の負担を軽減する運
転･操作・作業の効率ＵＰに関して月１回の定例
会議時に状況確認し実施しましが、営業車の稼
働が多くなりガソリン消費量が増加しＣＯ２削減
に至らなかった。

×

不使用時消灯の掲示をし、未使用ヶ所の消灯
を行った。パソコンや複合機はセーブモード設
定を行った。エアコンは、冷房２６度、暖房２２度
に設定し、フィルターの清掃は３ヶ月に１回実施
するようにした。１２月～３月はウォームビズの
実施。



　　　　　　　　　　　　　並びに違反、訴訟等の有無

遵守評価

結果

使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律
（小型家電リサイクル法）

○

使用済自動車の再資源化等に関する法律
（自動車リサイクル法）

○

フロン排出抑制法 ○

８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

当社に関係する環境関連法規は下記のとおりですが、下記のように遵守状況を2023年9月に
確認した結果違反はありませんでした。また関係機関からの違反等の指摘。環境関連の訴
訟も過去３年間ありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　環境関連法規等遵守状況

区分 環境関連法規等名称

廃棄物
廃棄物の処理及び清掃に関する法律
(廃棄物処理法)
(産業廃棄物の適正処理)

○

資源循環
(リサイク

ル）

特定家庭用機器再商品化法
（家電リサイクル法）

○

大気汚染

自動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域における総量
の削減等に関する特別措置法
（自動車ＮＯｘ・ＰＭ法）

○

神奈川県生活環境の保全等に関する条例 ○



保管：EA21事務局

見直し実施日 （　 定期見直し　  臨時見直し　）

見直し対象期間

出　席　者

①環境関連法規の遵守状況(環境関連法規等取りまとめ表兼遵守確認評価表による)

③問題点の是正処置及び予防処置の結果（是正／予防処置報告書による）
④外部からの環境に関する苦情等の受付結果(外部コミュニケーション記録による)
⑤その他法規制の動向

【環境経営システムが有効に機能しているか】（①、③、④、⑤等を踏まえて評価）

【環境への取組が適切に実施されているか】（②等を踏まえて評価）

【環境経営方針】 変更の必要性：　 　　有　　　無

【環境経営目標及び環境経営計画】 変更の必要性：　 　　有　　　無

【環境経営システム等】 変更の必要性：　 　　有　　　無

【実施体制】 変更の必要性：　 　　有　　　無

代表者による全体の評価と見直し指示

２０２３年　９月　２５　日

２０２２年９月１日　～　２０２３年８月３１日

　代表者、環境管理責任者、部門責任者

前回の指示へ
の取組結果

廃棄物の数値削減目標で産業廃棄物排出量が工事の多少や工事内容で廃棄物の量が大きく変動する
為、２０２２年度より取組内容の実施の評価と産業廃棄物排出量の毎月の把握を行う。
建設廃棄物におけるリサイクル率の向上で２０２１年度のリサイクル率の基準値を７％として２０２２年度
のリサイクル率の目標値を８％とした。電力購入会社を東京電力エナジーパートナーから大和ハウス工
業(株)に変更した為、電力のＣＯ２排出係数を0.455から0.448に変更した。

見直しに必要
な情報

②環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況、その評価結果(環境活動計画兼実績書による）

代表者による
評価

経営的観点

社員全員で目標達成に向けて活動し、環境関連法規の厳守状況は問題無し、問題点の是正措置は車輌
の稼働時間増加で石油燃料の消費増加とコロナ感染防止の為、換気を行いながらの暖房でエアコンを使
用し電力消費量が増加した。予防処置内容の実施とエアコンの未使用期間があり、二酸化炭素排出削減
が出来た。外部からの環境に関する苦情も無く、環境経営システムは機能している。

目標項目
目標達
成状況

活動計画
実施状況

目標・活動計画実施状況の評価（達成の場合：目標設定方法や取組方法の問題
点、次年度の方向性　　未達の場合：原因の明確化、次年度の目標や対応策）

二酸化炭素排出量
　　　　　　の削減

○ ○
二酸化炭素排出量の削減は全体で達成したが基準年より営業車１台増
車と車輌稼働時間の増加で燃料消費量が多い為、次年度から基準値の
変更を行う。

廃棄物排出量の削減 × ○
一般廃棄物の排出量の削減目標は未達成になった。次年度は目標達成
出来る様、分別を徹底し排出量削減に務める。

水使用量の削減 ○ ○
節水の表示と水道ホース先端にストッパー付ノズルを必ず取付けての使
用、トイレの流水の使い分けで節水に務め目標を達成した。今後も継続し
て行く。

事故発生の撲滅 × ○
車輌での物損事故が１件あり、目標達成が出来なかった。車輌事故・労
災無き様、危険予知を考え周囲の安全確認を怠らない様、行動し無事故
を目指す。

グリーン購入の推進 ○ ○ グリーン購入の配慮した。

建設廃棄物におけるリ
サイクル率の向上

× ○
分別の実施を行いましたが、金属くずが少なく、リサイクル率が低下した。
次年度も引続き分別の周知・分別の実施を行い、リサイクル率の向上を目
指します。

代表者による
見直し

変更の必要性
の

有無・変更に
必要な具体的

指示事項

２０２３年度より基本理念にコンプライアンス・安心安全リスク対応・ステークホルダーの利益を追
記する

環境経営目標項目で２０１８年度、電気使用量の基準値が現在、平塚支店へ移動して、事務所
の照明をＬＥＤ化し、電力使用量減り、基準値とかけ離れたのと石油燃料使用量も営業車の増
車や稼働増加により燃料使用量が増加している事と基準値を統一する為、２０２２年度、各環境
経営目標項目全ての実績値を基準値とし、２０２３年度より基準値の変更を行う。

環境経営システムの変更は無し

実施体制の変更は無し

【総　　括】
従業員全員で環境経営方針・環境経営目標の内容を理解し取り組みましたが、廃棄物排出量
の削減目標項目の内、一般廃棄物排出量の削減に至らなかったのと建設廃棄物のリサイクル
率向上目標が達成に至らなかった。引き続き分別による廃棄物排出量の削減と分別によるリサ
イクル率の向上に向けて活動を継続して行きます。

注)①定期的(少なくとも毎年１回)に実施すること。登録審査の場合は、臨時に行うこと。
　　②事業年度が終了したら、速やかに終了事業年度（登録審査の場合は登録の運用期間）の見直しをすること。
　　③事業内容の変更や重大な事故・不適合が生じた場合等の時は、臨時の見直しをすること。


